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朝日町の人事行政の運営状況のあらまし

人権啓発事業
の開催！！
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朝日町の人事行政の運営状況のあらまし

採用者数
男性 女性 男性 女性

扶 養 手 当
内　　　　　容

住 居 手 当

通 勤 手 当

特殊勤務手当

区　 分

朝　日　町 328,800

区　　分 区　　分 給料月額等（円） 期末手当

※役職加算有り

勤勉手当

期末勤勉手当
区　分 受験者数

期末手当

一　般　行　政　職

41.4

技　能　労　務　職

292,900 53.4

職　員　数
平成23年 平成22年

合　　　計

合計区　分 定年退職 勧奨退職 普通退職等

　「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、特別職の報酬、町職員の給与、職員数、
勤務条件等の状況を広く住民の皆様に知っていただくため、お知らせします。

1　職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成23年4月1日現在）

2　職員手当の状況（平成23年4月1日現在） 3　特別職の報酬等の状況（平成23年4月1日現在）
※一般行政職とは、行政職給料表が適用される職員のうち、税務職、技能労務職、保健職の職員を除いた職員をいいます。

4　部門別職員数の状況（平成23年4月1日現在）

5　職員採用状況（平成23年4月1日採用）

6　職員退職状況（平成23年3月末退職）

7　勤務時間

8　休暇制度

※職員数には、臨時職員は除き、教育長は含みます。

住宅を借り受け一定以上の家賃を支払
っている職員または自宅に居住する職
員に支給

扶養親族のある職員に支給

通勤のため電車・バスなどの交通機関
または自動車など交通用具を使用する
職員に支給
危険、不快、不健康または困難な業務
に従事する職員に支給

1

1

一般行政職   
教育公務員
技能労務職

2
1
1

1
1議　　会

総務企画
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生
小　計
教　　育
小　計
水　　道
下 水 道
国保事業
そ の 他
小　計

1.225月分
1.375月分
2.600月分

6月期
12月期
合　計

0.675月分
0.675月分
1.350月分

（平成23年度支給割合）
※職制上の段階、職務の級等による加算措置有り

原則週休2日制、週38時間45分勤務です。
1日の勤務時間は8時30分から17時15分です。
休憩時間は12時から13時までの1時間です。

①年次有給休暇
　　1年（暦年）あたり20日間の年次有給休暇が付与されます。
　　残日数がある場合は、20日を限度として翌年に繰り越
　すことが出来ます。
②病気休暇
　　病気療養に必要な期間（90日以内）について有給で付
　与されます。
③特別休暇
　　特定の事由に基づいて有給で認められます。
　　結婚休暇、忌引休暇、産前・産後休暇、夏期休暇など
　があります。
④介護休暇
　　配偶者等の介護が必要な期間（連続する180日以内）
　について無給で付与されます。

平均給料月額（円） 平均年齢（歳） 平均給料月額（円） 平均年齢（歳）

対前年
増減数

586,000
540,000

305,000
236,000
221,000
221,000
212,000

町　　　長
教　育　長

議　　　長
副　議　長
常任委員長
広報特別委員長
議　　　員

一　般
行　政
部　門

特別行
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企業等
会　計
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6月期
12月期
合　計

1.225月分
1.375月分
2.60月分

6月期
12月期
合　計

1.90月分
2.05月分
3.95月分
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一般行政職
保健師
幼稚園教諭
計

7
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　寒い日の入浴は、体が温まり、ほっとしますね。しかし、冬は入浴中に亡くなる人が1年のうち
で最も多い季節であることをご存じですか？お風呂の環境を改善し、お風呂の入り方を見直す必要
があります。

ヒートショックとは？
　ヒートショックとは、急激な温度変化が身体に及ぼす衝撃のことで、
血圧の急変動、脈拍数の急増などの症状を引き起こします。高齢者や
高血圧の人にとっては、心筋梗塞や脳血管障害などにつながり、命取
りになりかねません。ヒートショックのメカニズムは入浴行動に伴う
血圧の変化と密接に関連しています。寒い脱衣場や浴室に入り、脱衣
や身体を洗うなど身体を動かすと血圧は急激に上昇します。浴槽に入
る時には熱い湯に触れ、さらに静水圧の影響で心臓の負担が大きくな
り、血圧は上昇します。しかし、湯につかっていると温熱効果で血流がよくなり、血圧は急激に下
降します。温まった身体で寒い脱衣室に戻り、着衣行動で体を動かすことによって血圧は上昇しま
す。その後、服を着て体温は保たれるため、血圧は下降し、そのまま長時間持続します。いずれの
行動においても、浴室温度が低く居室や湯温との温度差が大きいほど、ヒートショックが起こりや
すくなります。

すぐできるお風呂でのヒートショック防止の工夫
☆シャワー給湯がおすすめ
　風呂の蓋を開けたまま給湯・湯沸かしすると、浴室内が温まり、同時に湯温を下げることができ
ます。但し、お湯と空気が接触する面積が一定なため、短時間で浴室温度を上昇させるには限度が
あります。そこで、おすすめなのがシャワー給湯。フックを取り付けるなどして、なるべく高い位
置から給湯すれば、お湯と空気の接触面積が広がり、効果的に浴室温度を上昇させることができま
す。実験によると、シャワー給湯により浴室温度は15分間で約10℃上昇させることができます。 

☆高齢者は二番湯に入る
　「年寄りにさら湯はいけない」とは昔から言われてきました。家族が入浴した直後に二番湯に入
れば、温まった浴室で低い湯温で入浴できることから、高齢者の入浴事故を防ぐための生活の知恵
とも言えそうです。ちなみに、現代のお風呂で他の家族が入浴した直後に入浴すると、20℃程度
の浴室温度で入浴することができます。 

☆半身浴も効果的
　半身浴は38～39℃のぬるめのお湯にみぞおちの下までつかり、20～30分間、うっすら汗ばんで
くるまでじっくり温まる入浴方法です。心臓や肺を水圧の負担から守るので、高血圧の人、高齢者、
心臓や肺機能が弱い人に向いています。さらに、低めの湯温により副交換神経が優位に働き、心身
をリラックスさせ、疲労や不眠の解消、冷え性、足のむくみ、腰痛にも効果的です。上半身がお湯
から出ているため、肩にタオルをかけたり浴室の温度を暖かく保つこと、白湯を飲むなどの水分補
給を心がけるなども忘れずに！！また、浴槽が深いか浅いかによって水圧は違います。日本式の深
く狭い浴槽に入る場合、高血圧の人はイス（お風呂用）を浴槽に入れるなどして水位を調節し、首
までどっぷりとつからないようにしましょう。
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